
学校番号 107 

平成 31 年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 数学Ａ Standard (東京書籍)  

副教材等 WIDE 数学 I+A(東京書籍) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・数学では様々な公式や定理がでてきますが、それらが「なぜ成り立つのか？」をしっかりと考

えてください。深く考え、発見することで自らの知識となり、かつ論理的思考力、創造力が発

達します。 

・解答する際には、必ず途中式、考え方を記述してください。解答は採点者へのメッセージです。

自らの考えをまとめ、相手にわかりやすく伝える練習でもあります。 

・数学は系統的な科目であり、数学ⅠとＡ、高校２年で学習する数学Ⅱへとつながってきます。

疎かにせず、しっかりと学習していきましょう。 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率，整数の性質または図形の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の

習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，

それらを活用する態度を育てる。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率，整

数の性質または図形

の性質における考え

方や体系に関心をも

つとともに，数学的

な見方や考え方のよ

さを認識し，それら

を事象の考察に活用

しようとする。 

場合の数と確率，整数の

性質または図形の性質

における数学的な見方

や考え方を身につけ，事

象を数学的に捉え，論理

的に考察するとともに，

過程を振り返り多面

的・発展的に考え，表現

する。 

場合の数と確率，整

数の性質または図

形の性質において，

事象を数学的に考

察し，処理する仕方

や推論の方法を身

につけ，よりよく問

題を解決する。 

場合の数と確率，整

数の性質または図

形の性質における

基本的な概念，原

理・法則，用語・記

号などを理解し，基

礎的な知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単
元 

学習内容 
評価の観点 

単元の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

場
合
の
数
と
確
率 

集
合
と
場
合
の
数 

集合の要素

の個数 
○  ○  

a) 和集合や補集合に関心をもち，要素の個数の
考察に用いようとしている。 

c) さまざまな問題を解決する場合，ベン図を用
いることで，いろいろな集合の要素の個数を
効率よく数えることができる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

数え上げの

原則 
○  ○  

a) 場合の数をもれなく重複なく数えあげる方法
として，樹形図が有効であることを認識し，
さまざまな問題に活用しようとしている。 

c) 正の約数の個数など，和の法則・積の法則を
用いて，効率よく数えることができる。 

順列  ○ ○ ○ 

b) 順列や積の法則を用いて，円順列，重複順列
について考察することができる。 

c) 順列，階乗，円順列，重複順列の公式を用い
て，さまざまな問題を解くことができる。 

d) 順列，階乗，円順列，重複順列の用語の意味
と，それらの公式を理解している。 

組合せ  ○ ○ ○ 

b) 組合せと順列の違いについて考察し，組合せ
についての見方を豊かにするとともに，多面
的に見ることができる。 

c) 組合せ，同じものを含む順列の公式，nCr の性
質を用いて，さまざまな問題を解くことがで
きる。 

d) 組合せ，同じものを含む順列の用語の意味と，
それらの公式を理解している。 

確
率
と
そ
の
基
本
性
質 

事象と確率 ○ ○   

a) 試行の結果を事象として捉え，事象を集合と
結び付けて考察しようとしている。 

b) 試行の結果を集合と結び付けて，事柄の起こ
りやすさを数量的に捉えることができる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

確率の基本

性質 
 ○ ○ ○ 

b) いろいろな確率の性質を，集合の性質を用い
て一般的に考察することができる。 

c) 確率の計算に集合の考えを活用したり，複雑
な事象の確率を公式を用いて求めたりするこ
とができる。 

d) 積事象，和事象，排反事象，余事象の定義，
および確率の基本性質を理解している。 

い
ろ
い
ろ
な
確
率 

独立な試行

の確率 
 ○  ○ 

b) 独立かそうでないかを具体例から考察するこ
とができる。 

d) 独立の定義を理解し，独立な試行の確率を求
めるための基礎的な知識を身につけている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

反復試行の

確率 
  ○ ○ 

c) 複雑な反復試行の確率を，反復試行の公式や
確率の加法定理を用いて求めることができ
る。 

d) 反復試行の定義を理解し，反復試行の確率を
求めるための基礎的な知識を身につけてい
る。 

条件つき 

確率 
○  ○  

a) 条件つき確率や確率の乗法定理に関心をも
ち，それらをさまざまな問題に活用しようと
している。 

c) 複雑な確率を，条件つき確率や確率の乗法定
理を用いて求めることができる。 



２
学
期 

図
形
の
性
質 

三
角
形
と
比 

三角形と比  ○  ○ 

b) 角の二等分線の性質を証明するのに，適切な
補助線を引いて論理的に考察することができ
る。 

d) 平行線と比，中点連結定理，線分の内分と外
分などの基本的な図形の性質を理解してい
る。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

三角形の 

重心・外心・

内心 

  ○ ○ 

c) 三角形の重心，外心，内心の性質を利用して，
線分の長さや角の大きさを求めることができ
る。 

d) 三角形の重心，外心，内心の定義とそれらの
性質について，的確に理解している。 

三角形の比

の定理 
 ○ ○  

b) チェバの定理，メネラウスの定理の証明を，
論理的に考察することができる。 

c) チェバの定理，メネラウスの定理を用いて，
線分の長さや比を求めることができる。 

円
の
性
質 

円周角の 

定理 
 ○  ○ 

b) 円周角の定理の逆が成り立つことを理解し，
円周角の定理との関係を捉えることができ
る。 

d) 円周角の定理を理解し，角度を求めるための
基礎的な知識を身につけている。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

円に内接す

る四角形 
 ○  ○ 

b) 円周角の定理を用いて，四角形が円に内接す
る条件について論理的に考察することができ
る。 

d) 円に内接する四角形の性質，四角形が円に内
接する条件を理解している。 

円と接線   ○ ○ 

c) 接線の長さの性質や三平方の定理を用いて，
線分の長さを求めることができる。 

d) 接線の長さの性質を理解し，線分の長さを求
めるための基礎的な知識を身につけている。 

接線と弦の

つくる角 
 ○ ○  

b) 接線と弦のつくる角について，鋭角の場合と
鈍角の場合に分けて論理的に考察することが
できる。 

c) 接線と弦のつくる角の性質を用いて，角度を
求めることができる。 

方べきの 

定理 
 ○  ○ 

b) 方べきの定理を証明するのに，三角形の相似
を使って論理的に考察することができる。 

d) 方べきの定理を理解し，線分の長さを求める
ための基礎的な知識を身につけている。 

２つの円 ○   ○ 

a) 2 つの円の中心間の距離に関心をもち，2つの
円の位置関係の考察に活用しようとしてい
る。 

d) 共通接線の意味を理解し，2つの円の位置関係
から共通接線の数を求めるための基礎的な知
識を身につけている。 

作
図 

基本的な 

作図 
○  ○ ○ 

a) 既習の図形の性質をもとにして，平行な直線
や線分の内分点・外分点などを作図により表
そうとしている。 

c) 線分の内分点を作図する方法を理解し，作図
を利用して内分点を示すことができる。 

d) 線分の垂直二等分線，垂線，角の二等分線，
円外の点から引いた接線などの作図の方法を
理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 



長さの作図  ○ ○  

b) 長さ 1，a，b の 3つの線分が与えられたとき，
2数の積 ab や商 a／b などの作図を線分の比の
性質を用いて論理的に考察することができ
る。 

c) 長さ a の線分を作図することができ，得られ
た線分が確かに条件を満たすことを証明する
ことができる。 

空
間
図
形 

空間におけ

る 直 線 と 平

面 

○ ○  ○ 

a) 平面上の 2 直線の位置関係と，空間上の 2 直
線の位置関係の違いについて考察しようとし
ている。 

b) 2 直線の位置関係，2平面の位置関係，直線と
平面の位置関係について，それぞれどのよう
な場合があるか考察することができる。 

d) 2 直線の位置関係，2平面の位置関係，直線と
平面の位置関係や 2 平面のなす角を理解して
いる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

直線と平面

の垂直 
 ○  ○ 

b) 三垂線の定理を証明するのに，直線と平面の
垂直の性質を用いて論理的に考察することが
できる。 

d) 直線と平面の垂直の定義，三垂線の定理を理
解し，図形の性質を証明するための基礎的な
知識を身につけている。 

多面体の 

性質 
○  ○  

a) オイラーの多面体定理が，どのような凸多面
体において成り立つかを考察しようとしてい
る。 

c) 正多面体の性質を用いて，正多面体の頂点の
数や辺の数を求めることができる。 

３
学
期 

整
数
の
性
質 

約
数
と
倍
数 

約数と倍数 

素因数分解 
○  ○ ○ 

a) 約数や倍数に関する事 

c) 倍数を見分けることができるとともに，素因
数分解を利用して約数を求めることができ
る。 

d) 約数，倍数，素因数分解など整数に関する基
本的な用語や概念を理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 最大公約数 

最小公倍数 
○  ○ ○ 

a) 最大公約数と最小公倍数の関係を理解し，こ
れを活用して整数の性質を考察しようとして
いる。 

c) 素因数分解を利用して最大公約数や最小公倍
数を求めることができる。 

d) 最大公約数と最小公倍数の定義を理解すると
ともに，最大公約数と最小公倍数の関係を理
解している。 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法
と
不
定
方
程
式 

除法の性質

と整数の分

類 

○ ○ ○ ○ 

a) 除法の性質に関心をもち，整数の分類の考察
に活用しようとしている。 

b) 除法の性質を用いた割り算の余りによる整数
の分類を利用して，整数の性質を考察するこ
とができる。 

c) 割り算の余りによる整数の分類を利用し，整
数の性質を導くことができる。 

d) 除法の性質を理解するとともに，整数が割り
算の余りによって分類されることを理解して
いる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

ユークリッド

の互除法 
○  ○  

a) ユークリッドの互除法を理解し，その有用性
を認識して活用しようとしている。 

c) ユークリッドの互除法を用いて最大公約数を
求めたり，分数を約分することができる。 



不定方程式   ○ ○ 

c) 2 元 1 次不定方程式を，未知数の係数が互いに
素であるときの性質を用いる方法と，ユーク
リッドの互除法を用いる方法の 2 通りの方法
で解くことができる。 

d) 2 元 1 次不定方程式の解の意味と解法を理解
し，整数解を求めるための基礎的な知識を身
につけている。 

整
数
の
性
質
の
活
用 

記数法 ○  ○ ○ 

a) 身近な例をもとに数の仕組みを理解し，n進法
に拡張して考察しようとしている。 

c) 2 進法を用いて数を自由に表記し，加法・減
法・乗法などの計算ができる。 

d) n 進法で表記されている数の仕組みを理解し，
n 進法の整数を 10 進法で，10 進法の整数を n
進法で表すための基礎的な知識を身につけて
いる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

少数と分数  ○ ○ ○ 

b) 分数が有限小数，循環小数になる条件を論理
的に考察できる。 

c) 循環小数を記号を用いて表すことができる。 

d) 有限小数・無限小数・既約分数の定義や，既
約分数が有限小数となる条件を理解してい
る。 

 

※ 表中の観点について ａ）関心・意欲・態度   ｂ）数学的な見方や考え方 

             ｃ）数学的な技能     ｄ）知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


